
史
上
最
大
の
新
薬
と
称
さ
れ

る
「
ス
タ
チ
ン
」
を
発
見
・
開

発
さ
れ
た
世
界
的
研
究
者
、
遠

藤
章
博
士
は
令
和
6
年
6
月
5

日
、
90
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
私
ど
も
遠
藤
章
博
士
顕
彰

会
に
と
り
ま
し
て
、
博
士
を
お

見
送
り
し
て
か
ら
1
年
5
か
月

を
迎
え
る
今
日
、
思
い
は
薄
れ

る
こ
と
な
く
、
在
り
し
日
の
温

か
な
笑
顔
と
創
薬
へ
の
尽
き
ぬ

情
熱
、
郷
里
へ
の
深
い
愛
情
が

日
々
胸
に
蘇
り
ま
す
。
こ
こ
に

改
め
て
、
博
士
の
ご
逝
去
か
ら

一
周
忌
法
要
ま
で
の
経
緯
を
会

員
の
皆
様
に
謹
ん
で
ご
報
告
申

し
上
げ
、
博
士
の
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
逝
去
か
ら
葬
儀
ま
で
の
経
緯

博
士
は
6
月
5
日
に
逝
去
さ

れ
、
喪
主
は
令
夫
人
で
言
語
学

者
・
元
文
教
大
学
教
授
の
遠
藤

織
枝
様
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

通
夜
は
6
月
9
日
、
告
別
式

は
10
日
に
執
り
行
わ
れ
、
多
く

の
関
係
者
が
参
列
。
宗
派
は
浄

土
真
宗
（
大
谷
派
）
で
、
法
名

は
「
盛
励
院
釋
章
薬
居
士
」
で

あ
り
ま
す
。
弔
辞
は
児
玉
龍
彦

医
学
博
士
（
東
京
大
学
先
端
研
）

が
読
み
上
げ
、
博
士
の
世
界
的

功
績
と
温
か
な
人
柄
が
偲
ば
れ

ま
し
た
。
訃
報
は
11
日
、
名
誉

教
授
・
特
別
栄
誉
教
授
を
務
め

た
東
京
農
工
大
学
よ
り
公
表
さ

れ
、
直
後
か
ら
主
要
メ
デ
ィ
ア

が
大
き
く
報
道
。
秋
田
魁
新
報

社
は
号
外
や
特
集
報
道
を
行
い
、

児
玉
博
士
に
よ
る
追
悼
記
事
も

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
国
外
で
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
、

英
国
の
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
な
ど
が

報
じ
、
そ
の
訃
報
は
世
界
へ
広

が
り
ま
し
た
。

■
七
七
日
法
要

七
七
日
法
要
は
7
月
20
日
、

ご
家
族
に
よ
り
し
め
や
か
に
営

ま
れ
ま
し
た
。
喪
主
の
遠
藤
織

枝
様
か
ら
は
「
芳
志
は
日
ご
ろ

『
人
の
た
め
に
』
と
申
し
て
お

り
ま
し
た
故
人
の
遺
志
に
添
い
、

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
々
へ
義
援
金
と
し
て
珠
洲
市

に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
」
と
の

お
便
り
を
頂
戴
し
、
博
士
の
優

し
さ
と
志
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
に
深
く
胸
を
打
た
れ
ま

し
た
。

■
「
遠
藤
章
博
士
を
偲
ぶ
会
」

9
月
1
日
、
顕
彰
会
主
催
に

よ
り
「
遠
藤
章
博
士
を
偲
ぶ
会
」

を
開
催
。
博
士
の
長
男
・
遠
藤

理
様
、
秋
田
県
教
育
長
・
安
田

浩
幸
様
、
由
利
本
荘
市
長
、
市

議
会
議
長
、
一
交
会
会
長
、
中

高
生
代
表
な
ど
多
く
の
関
係
者

が
参
列
し
、
博
士
の
偉
業
と
人

と
な
り
を
温
か
く
偲
び
ま
し
た
。

こ
の
会
を
含
む
「
遠
藤
章
博
士

追
悼
集
」
は
同
年
12
月
に
発
行

い
た
し
ま
し
た
。

■
東
京
農
工
大
学
「
遠
藤
章
先

生
を
偲
ぶ
会
」

10
月
5
日
、
博
士
ゆ
か
り
の

東
京
農
工
大
学
に
て
「
遠
藤
章

先
生
を
偲
ぶ
会
」
が
開
催
さ
れ
、

私
も
発
起
人
と
し
て
参
列
し
ま

し
た
。
遺
族
、
大
学
関
係
者
、

研
究
者
、
卒
業
生
ら
が
集
い
、

発
起
人
代
表
・
蓮
見
特
任
教
授

の
挨
拶
に
続
き
、
千
葉
学
長
、

東
北
大
学
冨
永
総
長
、
湊
由
利

本
荘
市
長
な
ど
が
博
士
の
栄
誉

を
称
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
児

玉
龍
彦
医
学
博
士
ら
4
名
に
よ

る
追
悼
講
演
が
行
わ
れ
、
博
士

の
世
界
的
業
績
や
創
薬
研
究
の

現
状
、
残
さ
れ
た
功
績
の
大
き

さ
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
会
食
の

場
で
は
思
い
出
が
語
り
合
わ
れ
、

秋
田
県
知
事
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
奥
様
の
博
士
の
野
菜

づ
く
り
に
ま
つ
わ
る
お
話
も
紹

介
さ
れ
、
会
場
は
温
か
な
空
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
私
か
ら
は

顕
彰
会
の
活
動
紹
介
と
、
ス
タ

チ
ン
第
一
号
の
化
学
式
を
刻
ん

だ
「
世
界
に
冠
た
る
顕
彰
碑
」

を
紹
介
し
、
博
士
の
ご
冥
福
を

祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

■
一
周
忌
法
要
お
よ
び
建
碑
式

令
和
7
年
5
月
17
日
、
東
京

多
磨
霊
園
に
て
墓
碑
の
建
碑
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
墓
地
は
21

区
に
あ
り
、
墓
石
は
イ
ン
ド
産

石
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
住
職
様
は
、
博
士
自
筆
の

「
夢
」
の
文
字
に
触
れ
、
「
大

い
な
る
夢
を
追
い
続
け
た
博
士

の
姿
は
、
悟
り
を
求
め
る
者
の

姿
と
重
な
り
ま
す
」
と
述
べ
ら

れ
、
会
場
は
深
い
敬
意
に
満
た

さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
一
周

忌
法
要
・
御
斎
が
営
ま
れ
、
児

玉
龍
彦
医
学
博
士
、
蓮
見
惠
司

農
学
博
士
を
は
じ
め
多
く
の
皆

様
が
博
士
の
人
柄
を
語
ら
れ
ま

し
た
。
私
か
ら
は
、
博
士
が
地

下
鉄
車
内
で
見
か
け
た
（
学
力

日
本
一
の
）
「
秋
田
に
学
べ
」

の
写
真
を
嬉
し
そ
う
に
送
っ
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
や
、
小
松
順

之
助
先
生
と
の
「
ガ
ニ
味
噌
」

の
逸
話
を
紹
介
し
、
博
士
の
温

か
い
ユ
ー
モ
ア
を
偲
び
ま
し
た
。

奥
様
よ
り
博
士
の
形
見
と
し
て

ネ
ク
タ
イ
を
頂
戴
し
、
深
い
感

慨
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
博
士
の

遺
さ
れ
た
功
績
は
今
な
お
世
界

の
医
療
を
支
え
、
そ
の
真
摯
な

生
き
方
と
郷
里
を
愛
す
る
心
は

私
た
ち
に
語
り
か
け
続
け
て
い

ま
す
。

顕
彰
会
は
、
博
士
の
偉
業
と

精
神
を
未
来
へ
確
か
に
継
承
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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遠藤章博士顕彰会
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顕彰会会務報告
（令和７年１月～１２月）

３月６日 地域貢献事業（東由利中学

校卒業生に記念品贈呈）

３月２８日 顕彰碑冬囲い撤去作業

４月１２日 会計監査

４月２２日 第1回事務局拡大会議

６月１６日 顕彰碑の敷地にベンチを

設置

６月２１日 理事会

６月２１日 総会

９月 ９日 第２回事務局拡大会議

１０月９日 東由利公民館に遠藤章博

士顕彰コーナーを開設

１０月２１日 第３回事務局拡大会議

１１月８日 講演会（由利本荘市鶴舞

会館・小泉幸央農学博士）

１１月７日 顕彰碑の冬囲い作業

１２月１３日 第４回事務局拡大会議

１２月１５日 会報第６号発行

会費・協力金・寄付金等
（令和７年１１月末日現在）

・会 費 ２７９，０００円

・寄付金 ４０，０００円

今年度会費をお忘れの方は、令和８

年１月３１日までにお納め下さるよう

お願いいたします。

新会員も募集しております。お近く

で顕彰会活動に賛同していただける方

がいらっしゃいましたら、お誘い下さ

い。

会費は年額、一般会員１口２千円

（２口以上可能）・賛助会員（法人・

団体等）１口５千円（２口以上可能）

です。

よろしくお願いいたします。

遠
藤
章
博
士
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て

秋
田
県
名
誉
県
民
・
由
利

本
荘
市
名
誉
市
民
・
遠
藤
章

博
士
没
後
１
周
年
記
念
の

「
遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
講
演

会
」
を
11
月
８
日
本
荘
地
域

の
鶴
舞
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
秋
田
大
学
院
医
学

系
研
究
科
医
学
専
攻
分
子
機

能
学
・
代
謝
機
能
学
講
座
助

教
の
小
泉
幸
央
博
士
（
昭
和

48
年
生
ま
れ
・
神
奈
川
県
鎌

倉
市
出
身
・
農
学
博
士
）
で
、

日
本
大
学
、
東
京
農
工
大
学

大
学
院
な
ど
を
経
て
、
秋
田

大
学
医
学
部
、
日
本
赤
十
字

秋
田
看
護
大
学
非
常
勤
講
師

な
ど
を
歴
任
さ
れ
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

小
泉
博
士
は
、
講
演
に
先

立
ち
、
私
は
学
生
時
代
に
遠

藤
章
先
生
と
出
会
い
、
微
生

物
が
持
つ
有
用
な
力
に
強
く

興
味
を
抱
き
ま
し
た
。
以
来
、

「
微
生
物
創
薬
」
を
目
指
し

て
研
究
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
既
存
の
血
栓
溶
解

活
性
と
は
異
な
る
新
し
い
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
も
つ
血
栓
溶
解

剤
の
候
補
化
合
物
を
探
索
し
、

血
栓
性
疾
患
の
新
し
い
治
療

薬
の
開
発
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
日
の
講

演
で
は
、
私
と
遠
藤
先
生
と

の
出
会
い
、
遠
藤
先
生
の
功

績
、
私
自
身
の
研
究
の
出
発

点
と
現
在
の
研
究
、
そ
し
て

微
生
物
創
薬
の
可
能
性
に
つ

い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
と
述
べ
ら
れ
て
か
ら
講

演
に
入
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
11
日
に
秋
田
さ
き
が
け

新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

秋
田
魁
新
報
社
か
ら
ご
了
解
を

い
た
だ
き
転
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

11月8日鶴舞会館で開催した遠藤章博士顕彰会講演会



令
和
７
年
度
の
遠
藤
章
博
士

顕
彰
会
の
理
事
会
と
総
会
を
、

６
月
21
日
有
鄰
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

総
会
の
出
席
者
は
理
事
を
主

体
と
し
た
16
人
で
、
６
年
度
の

事
業
報
告
と
決
算
報
告
、
７
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

事
業
報
告
に
つ
い
て
は
１
ペ
ー

ジ
の
「
会
務
報
告
」
を
参
照
く

だ
さ
い
。
決
算
書
は
会
員
の
皆

さ
ま
に
配
布
し
ま
し
た
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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編

集

室

か
ら

令
和
７
年
度
顕
彰
会
の
諸

事
業
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
り
計
画
ど
お
り
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
会
報
第
６
号

も
無
事
に
お
届
け
で
き
、
ほ
っ

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
▼
金

子
拓
雄
さ
ん
の「
紫
白
綬
有

功
章
」の
授
章
は
、
東
由
利
地

域
に
と
っ
て
う
れ
し
い
話
題
で

す
。
授
章
記
念
祝
賀
会
を
長

谷
山
博
昭
さ
ん
を
委
員
長
と

す
る
実
行
委
員
会
が
ホ
テ
ル
ア

イ
リ
ス
で
１
月
下
旬
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。
僭
越
な
が
ら
私

ど
も
が
案
内
状
の
発
送
な
ど

の
事
務
を
担
当
し
ま
す
。
農

業
関
係
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
金
子
さ
ん
と
ゆ
か
り
の
あ

る
方
、
ま
た
本
会
の
関
係
者

様
に
も
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
顕
彰
会
の
副
会
長
と
し
て

尽
力
さ
れ
た
小
松
幸
円
さ
ん

が
体
調
を
崩
さ
れ
退
会
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦

に
感
謝
し
、
快
復
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
（小
野
）

当
顕
彰
会
顧

問
の
畠
山
忠
男

氏
（
元
県
立
矢

島
高
校
校
長
）

が
、
令
和
７
年

７
月
12
日
92
歳
で
永
眠
さ
れ

ま
し
た
。

畠
山
氏
は
遠
藤
章
博
士
と

県
立
本
荘
高
校
下
郷
分
校
の

同
級
生
で
、
生
涯
の
友
人
関

係
を
築
か
れ
ま
し
た
。

博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補

に
な
っ
た
際
、
誰
よ
り
も
そ

の
受
賞
を
心
か
ら
待
ち
望
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。
晩
年
も
、

畠
山
氏
と
遠
藤
博
士
は
お
互

い
に
電
話
を
通
じ
て
健
康
を

気
遣
い
、
励
ま
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
畠
山
氏
か
ら
顕
彰

会
の
設
立
と
運
営
に
お
い
て
、

多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
ま

し
た
。
そ
の
ご
貢
献
は
今
後

も
顕
彰
会
の
活
動
に
息
づ
い

て
い
き
ま
す
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

左から畠山忠男顧問、遠藤織枝さん(博士夫人)、

遠藤章博士

2005年7月29日 鳥海山、矢島口ルート「康ケル

ン」にて撮影

令
和
３
年
４
月
に
完
成
し

た
「
遠
藤
章
博
士
顕
彰
碑
」

は
、
今
年
で
５
年
目
の
冬
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

顕
彰
碑
管
理
部
会
で
は
、

今
年
も
７
月
と
９
月
に
草
刈

り
を
行
い
、
11
月
に
は
冬
囲

い
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
来
訪
者
が
ゆ
っ
く

り
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
、
６
月

中
旬
に
は
杉
材
を
製
材
し
た

ベ
ン
チ
も
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
東
由
利
中

学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
、

遠
藤
章
博
士
の
学
習
活
動
の

一
環
と
し
て
、
定
期
的
に
顕

彰
碑
の
清
掃
に
取
り
組
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が

た
い
こ
と
で
、
お
か
げ
さ
ま

で
顕
彰
碑
は
い
つ
も
美
し
く

保
た
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
も
記
録
的
な
猛
暑

と
な
り
ま
し
た
が
、
顕
彰
碑

を
訪
れ
る
方
々
は
年
々
増
え

て
い
る
よ
う
で
、
誠
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。
見
学
さ
れ

る
皆
さ
ま
に
気
持
ち
よ
く
訪

れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

日
頃
の
維
持
管
理
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
管
理
部
会
の
長
谷

山
博
昭
部
長
は
、
「
今
年
は

ど
れ
く
ら
い
の
方
が
来
て
く

だ
さ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
…
」

と
話
題
に
し
な
が
ら
、
部
会

員
と
と
も
に
汗
を
流
し
た
そ

う
で
す
。

話 題

金子拓雄さんが
「紫白綬有功章」授章

公益社団法人大日本農会が主催する「令和７年度

農事功績者表彰式」で、本会理事の金子拓雄さんが

全国でただ一人、「紫白綬有功章」（しはくじゅゆ

うこうしょう）を授章しました。

金子さんは、平成２４年に「緑白綬有功章」（りょ

くはくじゅゆうこうしょう）を授章していますが、

このたびの「紫白綬有功章」は農事功績者表彰の中

の最高位の章で、１１月１２日に東京の赤坂シティ

ホテルで、大日本農会総裁の秋篠宮皇嗣殿下より直

接、表彰状と記章を拝受いたしました。

金子さんの功績は、水稲栽培を基盤としてフラン

ス鴨の飼育や、メロンなどの野菜生産を行う複合経

営に取り組んだほか、フランス鴨の加工にも取り組

み、地域を代表する特産品開発に貢献したことが認

められたもので、全国から毎年１～２人が授章して

いますが、このたびは金子さんだけの授章です。

おめでとうございました。

遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
八
塩

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
旧
八
塩
小
学
校

の
校
舎
）
に
あ
っ

た
「
遠
藤
章
博
士

顕
彰
室
」
は
、
施

設
の
老
朽
化
で
残

念
な
が
ら
今
年
３

月
で
閉
館
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
博

士
の
貴
重
な
功
績

を
伝
え
る
展
示
資

料
を
、
東
由
利
公

民
館
図
書
室
の
片

隅
と
、
東
由
利
総

合
支
所
の
通
路
の
２
ヶ
所
に
移

し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
「
遠
藤

章
博
士
顕
彰
コ
ー
ナ
ー
」
と
し

て
、
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
い

ま
す
。

か
つ
て
旧
校
長
室
に
設
け
ら

れ
て
い
た
展
示
が
、
形
を
変
え

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
、
お
近
く
に
お
立
ち
寄
り

の
際
は
、
世
界
的
な
研
究
を
さ

れ
た
遠
藤
章
博
士
の
功
績
に
触

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

同
図
書
室
に
は
、
ラ
ス
カ
ー

賞
（
平
成
20
年
）
、
ガ
ー
ド
ナ
ー

国
際
賞
（
平
成
29
年
）
な
ど
を

は
じ
め
、
遠
藤
章
博
士
の
功
績

に
関
わ
る
数
々
の
資
料
と
書
籍
、

顕
彰
会
の
会
報
な
ど
を
展
示
・

配
置
し
て
い
ま
す
。
同
総
合
支

所
に
は
、
遠
藤
博
士
の
写
真
を

中
心
に
、
功
績
を
記
し
た
資
料

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ

の
顕
彰
コ
ー
ナ
ー
は
、
い
ず
れ

も
土
日
祭
日
（
年
末
年
始
除
く
）

も
見
学
が
出
来
ま
す
。

偉
人
資
料
館
の

設
置
を
期
待

遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
で
は
、

音
楽
家
小
松
耕
輔
、
児
童
作
家

高
橋
宏
幸
な
ど
東
由
利
地
域
の

偉
人
を
顕
彰
す
る
独
立
し
た
資

料
館
の
早
期
設
置
に
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す

７
年
度
総
会
は
理
事
会
と
同
日
開
催

東
由
利
総
合
支
所
通
路
の

の
顕
彰
展
示
コ
ー
ナ
ー

７
年
度
総
会
の
様
子

新
た
に
設
置
し
た
ベ
ン
チ
と
、
作
業
を
終
え
一
服
す
る
部
会
員

12
月
５
日
湊
由
利
本
荘
市
長
に
授

章
を
報
告
（写
真
・由
利
本
荘
市
）


